
今月の元気な声（朝夕の町内放送）
今月の担当：木村　大雅（きむら　たいが）くん（今小２年：団地）

２０２０年東京オリンピックに向けて

練習に励むモンゴルフェンシングチームの選手
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こ
の
た
び
、
今
別
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
に
唐
川
佳
邦 

氏
（
大
川
平
）、
相
内
長

男 

氏
（
鍋
田
）
山
田
一
藏 

氏
（
奥
平
部
）

の
３
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
の
任
期
は
平
成
30
年
２
月
７
日
か
ら

33
年
２
月
６
日
ま
で
の
３
年
間
と
な
り
ま
す
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
、
固
定
資

産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
関
す
る

住
民
か
ら
の
不
服
申
し
立
て
を
審
査
決
定
す

る
た
め
に
、
町
か
ら
独
立
し
た
中
立
的
な
機

関
と
し
て
、
町
に
設
置
す
る
こ
と
が
法
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
固
定
資
産
課
税
台
帳
に

登
録
さ
れ
た
価
格
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
場

合
に
は
、
同
委
員
会
へ
審
査
の
申
し
立
て
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

３
月
、
町
内
各
地
に
お
い
て
卒
園
式
、
卒
業
証
書
授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
は
共
に
過
ご
し
て
き
た
、
在
校
生
や
先
生
方
、
父
母
の
祝
福
を
受
け
な
が
ら
、
期
待

と
不
安
を
胸
に
慣
れ
親
し
ん
だ
学
び
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

３
月
９
日
、
第
４
４
３
回
定
例
議
会
に
お

い
て
、
教
育
長
に
勝
野
義
彦
氏
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
経
歴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

教
育
長
に
勝
野
義
彦
氏

新
た
な
気
持
ち
を
胸
に

今
別
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
に
３
名
任
命

経
　
歴

昭
和
50
年
４
月　

青
森
県
立
野
辺
地
高
等
学
校

昭
和
55
年
４
月　

青
森
県
立
六
ヶ
所
高
等
学
校

昭
和
61
年
４
月　

青
森
県
教
育
庁
上
北
教
育
事
務
所

平
成
４
年
４
月　
　

〃　

学
務
課

平
成
10
年
４
月　
　

〃　

総
務
課

平
成
13
年
４
月　

青
森
県
総
務
部
総
務
学
事
課

平
成
16
年
４
月　

青
森
県
教
育
庁
県
立
学
校
課

平
成
20
年
４
月　
　

〃　

学
校
教
育
課

平
成
21
年
４
月　
　

〃　

学
校
施
設
課
課
長
代
理

平
成
23
年
４
月　
　

〃　

上
北
教
育
事
務
所
所
長

平
成
26
年
４
月　
　

〃　

学
校
施
設
課
課
長

平
成
28
年
４
月　
　

〃　

学
校
施
設
課
参
事（
課
長
）

平
成
29
年
３
月　

定
年
退
職

左から中嶋町長、唐川佳邦 氏、相内長男 氏、
山田一藏 氏　　　　　　　　　　　　　　 　

今別小学校 今別こども園

今別中学校

勝野義彦教育長

青森北高校今別校舎
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モンゴルジュニアチームが技術を磨く

ストーブ列車に乗って冬の旅を満喫！
　３月４日、奥津軽いまべつ駅・津軽中里駅間を結ぶバスを利用したツアー第５弾「ストーブ列車に乗って冬
の旅に出かけよう」（主催：今別町新幹線開業PRイベント実行委員会）が実施されました。
　参加者は、津軽中里駅を目指しバスに乗車し、到着後、津軽伝統「金多豆蔵人形芝居」を観覧しました。「金
多」と「豆蔵」の息の合った掛け合いに会場は笑いに包まれました。その後、ストーブ列車に乗車し、お昼に
は若生おにぎりなどが入った「ストーブ弁当」や
ストーブ列車名物のスルメを食べながら、冬の景
色を楽しみました。
　津軽五所川原駅到着後は、太宰治「思い出」の
蔵、吉幾三コレクションミュージアム、立佞武多
の館の人気スポットを巡り、貴重な資料や展示品
を観覧し、歴史を感じていました。ツアー参加者
は、津軽半島の魅力を再発見しながら、バスを利
用した観光を楽しんでいました。

　２月18日から26日まで、モンゴルフェンシング協会のジュニアチームが強化合宿を行いました。
　町と同協会は2020年東京五輪に向けた事前合宿を今別町で行う基本合意書を平成27年10月に締結しており、
今回が３回目の合宿となります。
　19日朝にはモンゴル選手団が町役場を表敬訪問
し、中嶋町長から「この合宿が皆さんの競技力向上
の一助となることを強く願っております」と歓迎の
挨拶が述べられました。
　また、夜には宿泊先の『海峡の家ほろづき』にお
いて歓迎レセプションが行われ、中嶋町長をはじ
め、町体育協会関係者、地元住民から歓迎を受けま
した。
　合宿期間中は、今別中の生徒や県内外の高校生や
大学生らと腕を競い合っていました。

ストーブ弁当を食べながら冬の景色を満喫

モンゴル選手団が役場へ到着

歓迎レセプションで挨拶を述べるガンバートルさん ハイタッチ‼固い握手を交わす

合宿を終え笑顔で記念撮影

試合を想定した練習

フェンシング競技の基本であるフットワーク
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公民館リクエスト講座
～津軽国定公園袰月海岸～
「高野崎の神秘と袰月」

　３月８日、中央公民館において第７回公民館リクエ
スト講座が行われました。
　青森県史編さんグループ執筆協力員の中園美穂氏を
講師として招き、津軽国定公園袰月海岸「高野崎の神
秘と袰月」と題して講演していただきました。会場に
は歴史に興
味がある町
民らが来場
し、聞き入
っていまし
た。

　３月７日、開発センターにおいて「いきいき軽ス
ポーツのつどい」が行われ、冬期間の運動不足解消を
目的に今別町老人クラブ連合会女性部交流事業として
行われ、参加者83名が14チームに分かれペタンクを行
いました。

青函トンネル開業30周年を記念して 茶道を学ぶ
　３月10日、青函トンネル30周年を記念して奥津軽い
まべつ駅において、記念イベントが開催されました。
　大川平荒馬保存会に
よる荒馬の演舞や、大
川平加工グループによ
る物販の販売、奥津軽
いのしし牧場によるぼ
たん鍋の無料振舞いで
利用客らをもてなし、
青函トンネル開業30周
年を盛り上げました。

　このほど、今別こども園において３月に卒園した園
児と保護者を対象にした「卒園お茶会」が行われまし
た。
　参加した園児
は「人の話をよ
く聞く・物をよ
く見る・物を大
切にする」を目
標に、おいしい
お茶とお菓子を
楽しみました。

今別町老人クラブ連合会
女性部交流事業「いきい
き軽スポーツのつどい」

演舞する大川平荒馬保存会の
みなさん　　　　　　　　　 おいしいお茶をいただきました

講演する中園美穂 氏 熱戦が繰り広げられました

42018年４月号



　平成30年４月１日付け発令の人事異動をお知らせします。
【町長部局】

新　　任 旧　　任 氏　　名課（所属）名 職　　名 課（所属）名 職　　名

総 務 課
課長 議 会 事 務 局 事務局長 嶋 中 拓 実
課長補佐 企 画 課 次長 佐 渡 慶 剛
主査 企 画 課 主事 遠 田 剛 洋

企 画 財 政 課

課長 企 画 課 課長 岩 渕　　 健
課長補佐 総 務 課 次長 太 田 和 泉
主事 総 務 課 主事 小 鹿 亮 磨
主事 総 務 課 主事 澤 田 悠 太
主事 企 画 課 主事 神　　 優 樹
主事 企 画 課 主事 古 村 優 斗
主事 産 業 建 設 課 主事 東　　 慶 将

町 民 福 祉 課
参事・課長 総 務 課 課長 平 山 茂 樹
副参事・課長補佐事務取扱 町 民 福 祉 課 次長 綿 谷 有 子
課長補佐 町 民 福 祉 課 次長 山 﨑 真 直

建 設 水 道 課

課長 産 業 建 設 課 課長 相 内　　 一
課長補佐 産 業 建 設 課 次長 平 山 寛 哉
主査 産 業 建 設 課 主査 阿 部 　 聖
主事 産 業 建 設 課 主事 太 田 卓 也
主事 産 業 建 設 課 主事 川 浪 光 輝

産 業 観 光 課

課長 今 別 診 療 所 事務長 山 田　　 基
副参事・課長補佐事務取扱 産 業 建 設 課 副参事・次長事務取扱 中 嶋 正 文
主幹 総 務 課 主査 田 中　　 譲
主査 産 業 建 設 課 主査 奥 崎　　 匠
主事 町 民 福 祉 課 主事 梅 田 剛 広
主事 町 民 福 祉 課 主事 坂 本 柊 太
主事 産 業 建 設 課 主事 吉 田 幸 憲

税 務 会 計 課

会計管理者・課長 出 納 室 会計管理者・出納室事務取扱 綿 谷 敏 明
主事 総 務 課 主事 相 内　　 峻
主事 総 務 課 主事 津 有 也
主事 総 務 課 主事 佐々木　　　葵

【教育委員会】
新　　任 旧　　任 氏　　名課（所属）名 職　　名 課（所属）名 職　　名

教 育 課 副参事・課長補佐事務取扱 教 育 課 副参事・次長事務取扱 平 山 治 門
【議会】

新　　任 旧　　任 氏　　名課（所属）名 職　　名 課（所属）名 職　　名
議 会 事 務 局 参事・事務局長 町 民 福 祉 課 課長 小 鹿 康 弘

【農業委員会】
新　　任 旧　　任 氏　　名課（所属）名 職　　名 課（所属）名 職　　名

農 業 委 員 会 事務局長 今 別 診 療 所 事務長 山 田　　 基

今別町職員定期人事異動のお知らせ

【新採用】
課（所属）名 新　　任 氏　　名
総 務 課 主事 小 鹿 裕 樹
産 業 観 光 課 主事 平 山　　 輝

【研修】
課（所属）名 職　　名 氏　　名 備　　考
総 務 課 付 主事 澤 田 淳 一 青森県へ

【併任解除】
区　　分 氏　　名 旧　　任

併任解除・青森県へ 角 田 真 士 参事・総括政策監

【退職者】
区　　分 氏　　名 旧　　任

定 年 退 職 高 橋 峰 子 道の駅副駅長
退 職 藤 巻　　 均 教育課総括主幹
退 職 大 水 美 保 町民福祉課保健師
退 職 柳　谷　伸之助 教育課主事

【再任用】
新　　　任 氏　　　名課（所属）名 職　　　名

今別診療所 主幹専門員・事務長事務取扱 綿 谷 広 巳
産業観光課 主幹専門員 太 田 政 彦
産業観光課 主事専門員 高 橋 峰 子
税務会計課 主幹専門員・課長補佐事務取扱 武 知 活 憲
教 育 課 主幹専門員 本 郷 光 成
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事　業　名 事業費

総
務
費

旧いわゆり保育園解体工事（新規） 8,360千円

荒馬の里資料館修繕工事（新規） 4,405千円

地域おこし協力隊事業（新規） 3,984千円

関口地区コミュニティ助成事業補助金（新規） 1,630千円

青函トンネル入口広場ＨＰ公開用
ＷＥＢカメラ設置事業（新規） 1,452千円

民
生
費

乳幼児・児童生徒医療費給付金事業（継続） 3,911千円

保育園負担金軽減事業（継続）
（※第１子５割助成　第２子全額助成） 291千円

衛
生
費

健康長寿のまちづくり事業（継続） 1,198千円

農
林
水
産
業
費

いまべつ牛販売促進連絡会議補助金（継続） 19,651千円

開発センター耐震診断業務委託料（新規） 4,598千円

県営ほ場整備事業大川平地区負担金（新規） 5,000千円

県営ほ場整備事業二股地区負担金（継続） 4,550千円

認定農道橋橋梁点検業務委託料（新規） 2,074千円

予算が決まる！
一 般 会 計 予 算� 24億４千524万９千円
特別会計予算総額� 13億１千963万５千円

一般会計
平成30年度 主な事業

前年度に比べ
２億５千806万１千の減額（6.4％）

町債
2億1,750万円

（8.9％）

国・県支出金
3億2,618万円
（13.3％）

源

存

財

依
自

主

財

源

地方交付税
12億8,078万
（52.4％）

町税
3億3,233万円（13.6％）

繰入金
1億4,631万円（6.0％）

その他諸収入
使用料及び手数料他
8,069万円（3.3％）

地方譲与税
1,547万円（0.6％）

地方消費税交付金外
4,599万円（1.9％）

一般会計歳入内訳

　町議会３月定例会で平成30年度一般会計及び
特別会計が成立しました。
　町にはどんなお金が入ってきて、町民のため
にどのように使われるのか予算の概要をお知ら
せします。

事　業　名 事業費

商
工
費

道の駅指定管理料（新規） 24,605千円

海峡の家ボイラー取替工事（新規） 8,032千円

今別町地域共通商品券発行事業等補助金
（継続） 3,744千円

高野崎・鋳釜崎転落防止フェンス設置事業 1,500千円

土
木
費

大泊１号外舗装補修工事（浜名地区）（継続） 85,000千円

中央団地４・５号棟解体工事（新規） 35,000千円

町営住宅建替整備事業（新規） 14,200千円

消
防
費

青森地域広域事務組合消防今別分署
建替造成工事（継続） 32,400千円

消防車両購入事業（継続） 29,868千円

教
育
費

体育施設指定管理料（新規） 11,085千円

体育館オープン記念イベント事業（新規） 2,500千円

給食費軽減事業※５割助成（継続） 2,458千円

荒馬の里田園マラソン事業（継続） 1,864千円
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会　　計　　名 当初予算額 増減率（％）（対前年度比）

一般会計 24億４千524万９千円 ▲1.7％

特
別
会
計

国民健康保険特別会計（事業勘定） ４億５千229万円 ▲20.8％

国民健康保険特別会計（診療施設勘定） １億６千78万９千円 2.2％

後期高齢者医療特別会計 ４千800万２千円 ▲0.6％

介護保険料特別会計（保険事業勘定） ５億２千426万９千円 ▲2.2％

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定） １千803万２千円 0.6％

簡易水道事業特別会計 １億１千625万３千円 29.1％

小計 13億１千963万５千円 ▲15.7％

合　　　　　計 37億６千488万４千円 ▲6.4％

平成30年度当初

平成30年度会計別予算額

一般会計
町民１人及び１世帯に使われるお金

平成30年2月28日現在
人　口　2,743 人 　
世帯数　1,459世帯　
を基に計算しました。

人件費
4億1,152万円
（16.8％）

物件費
5億3,217万円
（21.8％）

扶助費
2億1,400万円

（8.8％）補助費等
3億1,804万円
（13.0％）

普通建設事業費等
3億3,440万円
（13.7％）

公債費
3億848万円
（12.6％）

投資及び出資金・貸付金
718万円（0.3％）

繰出金
2億4,502万円
（10.0％）

積立金
3,636万円（1.5％）

その他（維持補修費等）
3,808万円（1.5％）

教育費
1億6,887万円

（6.9％）

土木費
2億4,271万円

（9.9％）

公債費
3億848万円
（12.6％）

民生費
5億5,435万円
（22.7％）

総務費
4億4,098万円
（18.0％）

消防費
2億4831万円
（10.2％）

商工費
7,531万円
（3.1％）

議会費
4,860万円
（2.0％）

衛生費
1億8,814万円

（7.7％）
農林水産費

1億2,928万円
（5.3％）

その他
4,022万円
（1.6％）

一般会計歳出内訳（性質別）

１人当たり
891,451円
１世帯当たり
１,675,976円

一般会計歳出内訳（目的別）
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予 防 接 種 の お 知 ら せ

【お問合せ先】今別町役場　町民福祉課　電話：０１７４－３５－３００４

診 療 所 か ら の お 知 ら せ

◎ロタウイルス感染症とは
・乳幼児をはじめ子どもに多い急性胃腸炎を引き起
こす感染症で、２～３月にかけて最も多く発生しま
す。主な症状としては、激しい嘔吐や下痢、39℃以
上の発熱があります。
◎ワクチン接種の助成対象は？
・今別町では、ロタウイルスワクチンの全額助成を
行っております。対象となる方は接種日において今
別町に住所を有する乳児の保護者です。接種後１年
以内に医療機関で発行する領収書を添えて、役場町
民福祉課に申請してください。申請書は役場に備え
付けてありますので、助成希望者は役場町民福祉課
へお問い合わせください。

◎肺炎球菌（はいえんきゅうきん）とは
・主に気道の分泌物に含まれる細菌で唾液などを通
じて感染し、気管支炎、肺血症などの重い合併症を
引き起こすことがあります。
◎定期予防接種の対象者は？
・平成30年度中に「65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、
90歳、95歳、100歳になる方」です。
(対象者には個別通知します）
・過去に肺炎球菌ワクチンを接種した方は対象とな
りませんので、ご注意ください。
　65歳以上の方で定期予防接種対象者以外の方も助
成制度があります。接種を希望される方は役場町民
福祉課へお問い合わせください。

田 原 医 師 が 着 任
　３月６日に田原義和医師が今別診療所へ着任しました。
　田原医師は、兵庫県出身の64歳で、これまで西宮市内で
内科、小児科、アレルギー科の医院を開業していました。
　「東北地方、特にへき地での医療に貢献したい」との想
いがあり、このほど、青森県を通じて今別診療所勤務を承
諾していただきました。
　田原医師は、「子供や高齢者の皆さんが、安心して医療
を受けられる体制を充実させながら、患者さん本位の診療
所にするため、真面目にこつこつと、スタッフ全員が一丸
となって対応していきたい。また、津軽弁は早口で理解す
るのが大変だがしっかり勉強したい」と話していました。
よろしくお願いします。

診療科・診療時間等の変更
　田原医師の着任により、４月２日から診療科や診療時間等が次のとおり変更されます。

変　更　前
【診 療 科】　　内　科・外　科
【受付時間】　　午　前　　８：３０～１１：３０
　　　　　　　午　後　１３：００～１５：３０

【診療時間】　　午　前　　８：４５～１２：３０
　　　　　　　午　後　１３：３０～１６：００

変　更　後
【診 療 科】　　内　科・外　科・小 児 科
【受付時間】　　午　前　　８：１５～１１：３０
　　　　　　　午　後　１３：００～１６：００

【診療時間】　　午　前　　８：３０～１２：００
　　　　　　　午　後　１３：１５～１６：３０

院 内 調 剤 薬 局 の 開 設
　今別診療所では、４月から院内調剤薬局を開設します。
　（オープンは４月９日の予定です）
　これまで院外薬局における調剤処方で患者の皆さんに大変ご
不便をお掛けしておりましたが、このほど薬剤師の採用が決定
し、院内処方が実現することになりましたのでご利用下さい。
　ただし、処方される調剤の中で、ご希望どおりの後発医薬品
（ジェネリック医薬品）が準備できない場合は院外処方となる
場合もありますのでご了承ください。
【お問合せ先】今別診療所　電話：０１７４－３５－２６８０

≪４月のお知らせ≫
４月　５日（木）午後訪問診療
４月１２日（木）午後訪問診療
４月２６日（木）午後訪問診療

※�訪問診療の際は、午後の診察時間が15時
頃になります。

※�上記予定表は、変更になる場合がありま
すので、お薬を飲み終える前に余裕を
持っておいで下さい。

今別診療所へ着任した田原義和医師
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地域団体が取組む事業を助成します！
　今別町では平成28年３月26日の北海道新幹線奥津軽いまべつ駅の開業を、地域をより良く変えるチャンスと
し、その開業効果を最大限活かすため、地域団体等が取り組む事業等に要する経費について、平成30年度予算
の範囲内で当該団体に対し、北海道新幹線奥津軽いまべつ駅町活性化支援事業費助成金を交付します。

助 成 対 象
団 体

・町内に事務所又は事業所を有する農業協同組合、漁業協同組合、商工会等の産業団体
・町民で組織する地域団体、グループ等

助 成 事 業

（１）観光資源の発掘、観光客の受入体制の整備等観光開発に関する事業
（２）町並みの整備等地域のイメージアップに繋がる整備に関する事業
（３）地域の活性化に繋がる他地域との文化交流に関する事業
（４）地域の特産物等のPR活動等需要拡大又は販路拡大に関する事業
（５）上記に定める事業以外で奥津軽いまべつ駅開業による地域活性化に寄与する事業

補 助 対 象
外 経 費

（１）土地及び建物の購入、増改築等に要する経費
（２）生産用機器の購入及びリースに要する経費
（３）パソコン、デジタルカメラ等汎用性のある機械装置及び工具機械の購入等に要する経費
（４）人件費等組織の管理運営費
（５）食糧費
（６）必要性が乏しいと町長が判断する経費
※上記の事業は補助対象外となりますので、ご注意下さい。

助 成 金 額
助成金の額は、各事業につき助成対象経費の３分の２の額（千円未満の額は切り捨て）とする。
前項の規定にかかわらず、助成金の額は20万円を限度とする。

　不明な点等がありましたら、下記までご連絡下さい。

【お問合せ先】
　今別町役場　企画財政課　電話：０１７４－３５－３０１２　　FAX：０１７４－３５－２２９８

国民年金に関するお知らせ
○学生納付特例申請について○
　学生納付特例制度により、平成29年度に保険料納付
を猶予されている方で、平成30年度も引き続き在学予
定の方へ、３月末に基礎年金番号等が印字されたハガ
キ形式の学生納付特例申請書を送付しております。
　同一の学校に在学されている方は、このハガキに必
要事項を記入し返送いただくことにより、在学証明書
または学生証の写しの添付を省略した上で、平成30年
度の申請ができます。
　なお、平成30年度は学生納付特例制度を利用せず、
保険料の納付を希望される場合は納付書を送付いたし
ますので、お手数ですがお近くの年金事務所にご連絡
下さい。
　国民年金のご相談・手続き等については下記までお
問い合わせください。
【お問合せ先】
　今別町役場　町民福祉課　国民年金係　　　　　　
　電話：０１７４－３５－３００３
　日本年金機構　青森年金事務所　お客様相談室　　
　電話：０１７－７３４－７４９８

軽自動車税減免のお知らせ
　身体障害者手帳、療育（愛護）手帳、精神障害者、
戦傷病者手帳の交付を受けている方、またはその方と
生計を一にする方が、これらの手帳の交付を受けてい
る方の生業、通院、通学などのために軽自動車を使用
している場合で、その障がいの程度や車両の使用状況
などが一定の条件に該当するときには、申請により軽
自動車税の減免を受けることができます。

※�普通自動車税の減免を受けている方は軽自動車税の
減免を受けられませんのでご注意ください。

申請受付期間
平成30年４月16日（月）～平成30年５月１日（火）

　詳しくは役場税務会計課までお問い合わせください。

【お問合せ先】
　今別町役場　税務会計課　軽自動車税係
　電話：０１７４－３５－３００８

9 2018年４月号



平成30年度の青森県後期高齢者医療保険料のお知らせ

均 等 割 額
［被保険者全員が納める額］

+ 所 得 割 額
［所得に応じて納める額］

＝ 保険料額
(限度額62万円)※２

40,514円 基礎控除後の所得（※１）×7.41％
※均等割額、所得割率はこれまでと変わりません。
※１ 基礎控除後の所得とは、前年の総所得金額等から基礎控除額（33万円）を差し引いた額です。
※２　平成29年度は、57万円

○保険料の軽減措置について
■所得が低い方の軽減
　・�同一世帯内の被保険者及び

その世帯の世帯主の所得を
合わせた合計所得に応じ
て、次のとおり均等割額を
軽減します。

世　帯　の　所　得　額　の　合　計 軽減割合

33万円以下かつ被保険者全員が所得０円の場合
（ただし公的年金控除額は80万円として計算） ９　　割

33万円以下 ８．５割

33万円＋（27万５千円×被保険者の数）以下　※１ ５　　割

33万円＋（50万円×被保険者の数）以下　※２ ２　　割

　※１　平成29年度は、33万円＋（27万円×被保険者の数）以下
　※２　平成29年度は、33万円＋（49万円×被保険者の数）以下
　・被保険者の基礎控除後の所得が58万円以下の方の所得割額２割軽減は廃止となります。

■被用者保険の被扶養者であった方の軽減
　・均等割額が７割軽減から５割軽減に変更になります。所得割額の負担はありません。
　※被用者保険とは、全国健康保険協会管掌健康保険、船員保険、健康保険組合、共済組合などです。
　※元被扶養者であっても、世帯の所得が低い方は、均等割の軽減（９割、８．５割軽減）が受けられます。
　　�その他ご不明な点は、青森県後期高齢者医療広域連合（℡017－721－3821）までお問い合わせください。

平成30年度国家公務員「税務職員採用試験」（高校卒業程度）お知らせ
　仙台国税局では、税務のスペシャリストとして活躍するバイタリティーあふれる税務職員を募集しています。
　国の財政を支える税務職員に、あなたもチャレンジしてみませんか？
○　受験資格
　１　�平成30年４月１日において高校卒業後３年を経過していない者及び平成31年３月までに高校を卒業する

見込みの者
　２　人事院が１に掲げる者に準ずると認める者
○　受験申込受付期間　平成30年６月18日（月）から６月27日（水）まで　　
○　受験申込方法　受験申込みはインターネット申込みとする。
　　　　　　　　　国家公務員試験採用情報NAVI（http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm）
○　第１次試験日　平成30年９月２日（日） 
○　試験に関するお問合せ先　仙台国税局人事第二課試験研修係　０２２－２６３－１１１１　内線３２３６

インターネット公売の実施について
　県では、動産や不動産、自動車などの差押財産について、インターネットオークションを利用して売却する
インターネット公売を実施しています。
　詳しくは、県ホームページ内「県税・市町村税インフォメーション」（http://www.pref.aomori.lg.jp/life/
tax/top.html）をご覧ください。

【お問合せ先】東青地域県民局県税部　納税管理課　電話：０１７－７３４－９９７５
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１
９
4
０
）３
月
ま
で
、
戦
地
で

書
か
れ
た
別
冊
の
日
記
が
存
在
し
た
こ
と

は
家
族
に
よ
り
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
現

在
は
失
わ
れ
て
い
る
。
本
巻
に
は
こ
の
戦

「青森県史」（資料編・近現代８・日記）が平成29年（2017）３月15日
に刊行された。Ａ４版の772ページの大冊であり、この中に、今別町浜
名の澤田一男日記が掲載されている。日中戦争に従軍した兵士・澤田の
日々が記録されていて貴重な日記と評判だ。この澤田日記を今月号から
連載します。（敬称略）

No. ６
▶
筆
者　

澤
田
一
男　

昭
和
13
年
（
１
９
３
８
）

　

（
澤
田
ひ
ろ
子
氏
所
蔵
）

▶
澤
田
一
男
日
記

　

浜
名
出
身
の
澤
田
一
男
が
書
き
綴
っ
て
き
た
膨
大
な

日
記
の
中
か
ら
、
日
中
戦
争
期
に
２
度
に
わ
た
っ
て
徴

兵
さ
れ
た
時
の
日
記
を
掲
載
し
た
（
撮
影
：
斎
藤　

始

氏
）
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４　月
６日（金） 春の交通安全運動～ 15日（日）� 【総務課】

青森北高校今別校舎入学式
７日（土） 今別小・中学校入学式

８日（日） 春の火災予防パレード（町内）� 【総務課】
今別中学校修学旅行　～ 11日まで

12日（木） 地区座談会（二股地区）� 【企画財政課】
13日（金） 地区座談会（大川平地区）� 【企画財政課】
16日（月） 地区座談会（鍋田地区）� 【企画財政課】
17日（火） 地区座談会（関口地区）� 【企画財政課】
19日（木） 地区座談会（浜名地区）� 【企画財政課】
20日（金） 地区座談会（西田地区）� 【企画財政課】
23日（月） 地区座談会（今別地区）� 【企画財政課】

25日（水）
地区座談会（八幡町地区）� 【企画財政課】
乳幼児健診（開発センター）� 【町民福祉課】
青森北高校今別校舎今別川河川敷清掃活動

26日（木） 地区座談会（村元地区）� 【企画財政課】
27日（金） 地区座談会（山崎地区）� 【企画財政課】
29日（日） 海峡いまべつ春まつり� 【観光協会】

５　月
１日（火） 軽自動車税納期限　� 【税務会計課】
７日（月） 地区座談会（大泊地区）� 【企画財政課】
８日（火） 地区座談会（袰月地区）� 【企画財政課】

10日（木） 地区座談会（砂ヶ森地区）� 【企画財政課】
第１回キクの会（町外）� 【社会福祉協議会】

11日（金） 地区座談会（奥平部地区）� 【企画財政課】

町の行事予定（４月１日～５月11日）
行事予定名・開催場所・担当を掲載しています。

（２月１日から２月28日までの届出分）
※ご家族から了承を得た方になります。

今別町の姿
（平成30年２月28日現在）
面　積　 125.27㎢
人　口　2,743人（－７）
　男　　1,313人（－４）
　女　　1,430人（－３）
世帯数　1,457　（－２）
　　　　　（　）内は前月比

お悔やみ申し上げます
相内　義悦さん（87）鍋　田
梅田　キヨさん（85）今　別
米田　きせさん（90）浜　名
中嶋　君枝さん（85）今　別
高木サクラさん（95）大川平

一般相談　日常のあらゆる心配ごと悩みごと・・・など
相談種別 相　談　日 相 談 時 間 相　談　員

電 話 相 談 毎週月曜日
　～金曜日

10：00
～

17：00
社 協 職 員

※�土、日及び祝祭日は対応できませんのでよろしくお願い
します。

※�４月の専門相談はありませんのでよろしくお願いします。

【お問合せ先】
　社会福祉法人　今別町社会福祉協議会
　電話：0174－35－3081

今別町ふれあい福祉センター
４月の相談日のご案内

　

３
月
は
町
内
各
地
で
卒
業
式

が
行
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
歩
み
出

す
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
の
希
望

に
満
ち
た
顔
、
社
会
へ
飛
び
立

つ
大
人
へ
と
成
長
す
る
り
り
し

い
顔
な
ど
様
々
な
表
情
が
伺
え

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
そ
れ

ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
、
新
入

生
・
新
社
会
人
と
し
て
大
き
く

羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
と
な
り
、
雪
も
解
け
春

ら
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、
満
開
に

恵
ま
れ
て
い
な
い
「
い
ま
べ
つ

春
ま
つ
り
」
で
す
が
、
今
年
こ

そ
満
開
の
桜
に
期
待
し
た
い
で

す
ね
。

　

５
月
号
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

�

（
広
報
担
当　

神
）

編

集

後

記

海峡の家ほろづき 温泉の日のお知らせ
入　浴　の　日

・�温泉の日は毎月水・土曜日です。
　（�４月は４日、７日、11日、14日、18日、21日、25日、28

日です。）
・�入浴料は幼児無料、小中学生150円、高校生以上300円です。
・�入浴時間は正午から午後５時までです。

老人の日（無料）
・�毎月第３木曜日（祝日の場合は前日）は老人の日です。
・�対象年齢は65歳以上です。
　（年齢確認できるものの提示をお願いします）
・�入浴時間は午前10時から午後２時までです。

【お問合せ先】
　海峡の家ほろづき　　　電話：0174－36－2166
　今別町役場産業観光課　電話：0174－35－3005

※各団体等の使用は予約により随時受け付けします。

ふれあい文庫から３月新刊お知らせ
　ふれあい文庫では、４月号から入荷した本を紹介してい
きますので、本を借りたい方はふれ
あい文庫までお越し下さい。

３月の新刊
あきない世傅　金と銀　３
あきない世傅　金と銀　４

【お問合せ先】ふれあい文庫　電話：0174－31－5140

122018年４月号


